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松田院長からあなたへ 耳より情報 
■膝痛に再生医療、市民ランナーの選択肢に 費用負担が壁 

 当院の取り組みが日経新聞（5月16日 夕刊）に掲載されました！ 

 2018 年から当院で取り組んでいる再生医療（PRP 療法）。「PRP」とは多血小板血漿（けっしょ

う）です。出血するとかさぶたができて治癒するように、血液中の血小板には組織を修復したり、炎

症を抑えたりする成長因子があります。同療法は採血してその成長因子を抽出し、患部に投与する

ことで回復を促します。 

■市民ランナー（スポーツ愛好者）に希望の治療 

 最近は老若男女問わず、市民ランナーを代表としたスポーツ愛好者（スキー、テニス、登山、サ

ッカーなど）の方々が再生医療によってスポーツに復帰するケースも多くあります。今年の箱根駅

伝大会で総合 3位になった城西大学駅伝部の選手も当院でサポートしています。 

★院長よりメッセージ 

 PRP は自分の血液を 

使用するためとても安全性 

が高いのが特徴です。手術 

が必要と言われた方でも 

この治療でスポーツ復帰さ 

れた方も多くいます。誰に 

でも効く魔法の注射ではあり 

ません。保険適応ではなく高額な治療とはなりますが、「人生の質」を 

変える可能性を秘めた治療といえます。お悩みの方はご相談下さい♪ 

まつクリ院長通信 
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2022 年 4 月より脊椎専門外来を開始いたしました。 

脊椎専門医の先生（真鍋先生・角田先生・石綿先生）にご担当いただいております。 

長らく腰痛で苦しまれている方がおられましたら、まずは診察時にご相談くださいませ。 

真鍋先生：東前橋整形外科病院 副院長 脊椎外科センター長    角田先生・石綿先生：脊椎外来 

 

 

【当院では新たに 脊椎専門外来 スタート！】  

  
カラー・・・ “華麗なる美” 

胡蝶蘭・・・ “幸福が飛んでくる” 
ナルコラン・・・ “元気を出して” 

 

 



 

 

平均寿命とは、何歳まで生きられるかを示す年齢であり、健康寿命とは、

誰の手も借りず自立して健康に生活できる年齢を表します。現在、日本の

平均寿命は 80 歳を越えるようになりました。その一方で健康寿命は、約

70 歳とされています。つまり約 10 年間は誰かの助けがないと生活でき

ないということになります。 

また、加齢と共に筋力低下が起こりますが、具体的に何歳 

頃から始まってくるかというと 50 代（特に 55 歳頃）から 

減少率が高くなっていきます。低下する部位で比較すると体 

幹や腕の筋肉は緩やかに減少するのに対し、足の筋肉は大き 

な傾きで減少することが確認されています。また男性と女性 

で比較すると筋肉量自体は男性の方が多いですが、筋力の減 

少率は女性の方が低いと報告されています。 

 

 

 しかし、筋力低下はすぐに自覚する訳ではありません。いつ頃から「衰

え」を自覚してくるかというと 70 歳を過ぎた頃からと言われています。

そのため、転倒・転落事故による年代別救急搬送数を見ても 65 歳を過ぎ

た頃から徐々に右肩上がりとなり、75 歳以降では急激に件数が増えると

報告されています。 

 以上を踏まえると「衰え」を自覚した時には、筋力低下がかなり進行し

ていると考えられるため、55～70 歳までの期間をどう過ごすかがとて

も重要になると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくはこちら！ 

nagomi会の取り組み 

理学療法科からのお知らせ 

nagomi 会では、メディカルフィットネス fine と連

携して転倒予防にも取り組んでいます。自身の「衰え」

に心配がある方は、まず転倒リスクチェックを受けて

みることをオススメします。 


